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１ 児童数 ・学級数の状況



R4年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 R5 R6 R7 R8 R9 R10

人口数 ２，６９５人 ２，７３６人 ２，６６２人 ２，６２５人 ２，３８９人 ２，３４７人

●未就学児の
年齢別人口数
(R4.5.1現在）

【久留米市】 児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～令和１０年）

１

児童数ピーク値：S57年度、27,387人

学級数ピーク値：R4年度、761学級



R4年度の年齢 6歳 5歳 4歳 3歳 2歳 1歳

入学予定年度 R5 R6 R7 R8 R9 R10

人口数 ９人 １０人 ８人 ７人 ５人 ８人

●未就学児の
年齢別人口数
(R4.5.1現在）

【青峰小学校】 児童数・学級数の推移と推計（昭和５０年～令和１０年）

２

児童数ピーク値：S57年度、1,037人

学級数ピーク値：S56年度、27学級

学級数

児童数S48年開校



●R4年度の児童数

【青峰小学校】 今後の児童数・学級数の見込み

３

●児童数・学級数の推計 ＊網掛け部分＝複式学級※特別支援学級を含まない

上段：学級数
下段：児童数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
1 1 1 1 1 1 6
7 9 9 11 12 7 55
1 1 1 1 1 5
9 7 9 9 11 12 57
1 1 1 1 1 5

10 9 7 9 9 11 55
1 1 1 1 1 5
8 10 9 7 9 9 52
1 1 1 1 1 5
7 8 10 9 7 9 50
1 1 1 1 4
5 7 8 10 9 7 46
1 1 1 1 1 5
8 5 7 8 10 9 47

9年度 

10年度 

4年度 

5年度 

6年度 

7年度 

8年度 

上段：学級数
下段：児童数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
1 1 1 1 1 1 6
7 9 9 11 12 7 55
1 1 1 1 1 5
8 6 8 9 10 12 53
1 1 1 1 4
9 7 5 8 8 10 47
1 1 1 1 4
7 8 6 5 7 8 41
1 1 1 1 4
6 6 7 6 4 7 36
1 1 1 1 4
4 5 5 7 5 4 30
1 1 1 1 4
6 4 4 5 6 5 30

7年度 

8年度 

9年度 

10年度 

4年度 

5年度 

6年度 

【R4年度の人数で推計】 【過去５年間の増減率を加味して推計】

※過去５年間に１学年
が上がるごとの児童数
の増減値の平均を増減
率として算出。



２ 複 式 学 級 に つ い て



① 隣り合う２つの学年の児童数の合計が、１６人以下の場合に編制するものです。
（※第１学年を含む場合は、８人以下。）

「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律第３条」

複式学級について

●複式学級とは

黒

板

黒

板

ドア ドア

下学年 上学年

【例】教室内環境

４

② ２つの学年を１人の教員が受け持ち、１教室内で１コマ45分の授業
を同時に行います。

主要科目（国語・算数・理科・社会など）は、次のページのような
指導を行います。その他の科目（図工や音楽など）は２つの学年と
も同じ内容で指導します。

③ 図工や音楽などは、２年間で両学年の学習内容を完結することになります。

【例】Ｒ５年度、２年生と３年生が複式学級の場合
３年生は既に２年生の学習を終えていますので、Ｒ５年度は３年生の内容を勉強します（学齢どおり）。
２年生は学齢より上の３年生の内容の勉強をすることになります。Ｒ６年度は、３年生になりますが、
学齢より下の２年生の内容を勉強することになります。
（＊２年生はＲ５年度とＲ６年度で、順番は違いますが、２年生と３年生の学習内容を終えます。）



担任による指導（直接指導）

自分たちでの自学自習（間接指導）

５

直
接

間
接

直
接

直
接

間
接

間
接

直

直

直

3年算数「時刻と時間」 ４年算数「小数のたし算とひき算」

直

直

●複式授業の実際

複式学級について

＊ 授業時間としては45分としても、直接指導は、４５分授業の
中でおおむね半分の時間となります。

＊ 担任は、２学年の授業の準備が必要になるとともに、授業に
は特別な技術が必要となります。



●複式学級になった場合の教職員構成

複式学級について

６

学級数 校長 教頭 主幹教諭 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

６学級
以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５学級 ○
○

教頭か主幹教諭の
どちらか配置

○ ○
（複式学級）

○ ○ ○

４学級
以下 ○

×
教頭が配
置されな
い

○

○ ○
（複式学級）

○
（複式学級）

○

○
（複式学級）

○
（複式学級）

○
（複式学級）



子ども 学校

よ

さ

【学習面・生活面】

◎ 学年を越えた学び合い（異学年交流）

【学校経営・運営】

○ 職員間の情報共有が図りやすい

課

題

【学習面・生活面】

●直接指導の時間が半分
●声が錯綜し、集中した学習が難しい
● 集団による話し合いが難しい
（多様な考え，深まる思考，言語能力）

● 大きい能力差（ 異学年・性別）
● 大きな集団での社会的な経験が不足する
● 固定化した人間関係
●きょうだいで同じクラスになることがある

【学校経営・運営】

● 相互研修機会の厳しさ（ 校内研修の限界）
● 経験年数などバランスの取れた職員の配置が困難
● 教頭の未配置による校務処理の役割分担が過重になる
● 授業に特別な指導技術が必要となる
● 教員体制の厳しさ

●複式学級の良さと課題

７

複式学級について

＊一般的に、以下のような良さと課題があると言われています。



３ これからの時代に求められる教育



これからの時代に求められる教育

●子ども達を取り巻く環境

８

●新学習指導要領

⇒ これからの時代に求められる教育を実現するには、多様な価値

観を持った子どもが意見を出し合い、折り合いをつけながら、解決

策を見いだしていくことがもとめられており、一定の集団規模

が必要となります。

↑ 話し合いの様子

↑ タブレット端末を用いた、クラス全員による同時編集機能の画面

これからの社会が、どんなに変化して予測困難な時代になっても、

子どもたち自らが課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、判断して行動

し、それぞれに思い描く幸せを実現していくことができるように、社

会の変化を見据えた新たな学びを進めるため、学習指導要領が新しく

なりました。

新学習指導要領では、子どもたち

に必要な資質・能力である「知能及

び技能」、「思考力・判断力・表現

力」、「学びに向かう力・人間性」

を育成していくため、主体的・対話

的で深い学びの視点で、「何を学ぶ

か」だけでなく、「どのように学ぶ

か」も重視して授業を行います。

【参考】授業風景

『出典』文部科学省ホームページより

少子高齢化
社会

人口減少
社会

ＩＴの進化

ＡＩの進化

大規模災害
の発生

社会構造や自然環境の変化が

激しく『予測困難な時代』

グローバル化

新型コロナ
ウイルスの
感染拡大



【参考】現在の教科書 例

９

『出典』みんなと学ぶ小学校算数３年上 学校図書

＊新学習指導要領
にもとづき、「主
体的・対話的で深
い学び」につなが
る構成になってい
ます。

＊正解までの問題
の解き方を班ごと
に話し合ったり、
個々に意見を出し
合ったり、という
ような対話を取り
入れた授業が重視
されています。



【参考】以前の教科書_算数 （S55年～H3年）

『出典』大日本図書ホームページより
https://www.dainippon-tosho.co.jp/math_history/history/age04_el/age04_el_04.html#main
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＊問題文を見て、何
と何をかけるのかを
考えて計算し、早く
正しい答えにたどり
つく授業が重視され
ていました。



【参考】『出典』令和４年度 全国学力・学習状況調査より 小６算数 問題（抜粋）

11

解答例

＊日常生活の場面を例に取りながら、正答に至るまでの
考え方を問う内容です。正答だけでなく、その過程も含
めて問われています。



４ 久留米市立小学校小規模化対応方針



２ 学校規模の考え方

○小規模化対応にあたっては、学校の小規模化に起因する教育課題を十分に踏まえ、「望ましい学校規模」を目指すものとします。

○その対応は、「学校の統合」を対応の基本方策とします。

○久留米市において、最優先の小規模化対応が必要と位置付ける小学校は「既に複式学級が発生し、固定化している小学校」とし、次に

「今後、複式学級の発生が見込まれる学校」、「望ましい学校規模を下回る学校」としています。

○市教育委員会は、小学校の統合を進める際には、統合校の組み合わせ、統合の方式、統合までの行程、統合の実施時期等の具体案を保護

者や地域住民等に提示し、十分な協議・調整等を経て、決定します。

○教育を充実する観点から望ましい学校規模 ＝１学年が複数の学級で構成される規模

○教育課題の顕在化等を回避するために必要となる学校規模 ＝１学年1学級以上の規模

○市教育委員会は、小学校の統合を進める際、統合後の通学路の安全確保や、状況に応じて通学支援に関する対応を検討するとともに、児

童の環境変化への対応として、統合前の交流学習や統合前後のスクールカウンセラーの配置等、きめ細やかな配慮や支援を行います。

○主に市関係部局は、小学校の統合に伴う地域コミュニティへの配慮や、地域の拠点機能（避難所やスポーツ活動の場など）の継承などの

検討を行います。

３ 対応の方策等

◎望ましい学校規模 ＝ １学年から６学年までの全ての学年が複数の学級で構成される規模
（全学年でクラス替えができる規模）

４ 留意事項等

「久留米市立小学校小規模化対応方針」の概要
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将来にわたり義務教育の機会均等、教育水準の維持・向上を図り、子どもの「生きる力」を育む学校教育を保障する観
点から、本市の小規模校の対応に関する基本的な考え方や方向性等を定めたものです。

１ 策定の趣旨等



明治6年 創立

久留米市城島町城島320番地

明治6年 創立

久留米市城島町浮島234番地1

５ 久留米市立下田・浮島・城島小学校統合の検証結果

明治13年 創立

久留米市城島町下田251番地

久留米市立下田小学校 久留米市立浮島小学校 久留米市立城島小学校



○統合前の下田小、浮島小は複式学級校、城島小は３つの学年が単学級となっていましたが、統合後は全学年でクラス替えができる２学級編

制となり、「望ましい規模」が確保されました。

○統合後、一定の集団規模が確保されたことで、友達同士の多様性に触れ合うことができ、切磋琢磨する環境となっています。

○小規模校ではできなかった音楽の合唱や体育のボール競技などができるようになるなど、集団学習の幅が広がり、多くの友達と成し遂げる

喜びも感じるなど、教育環境が充実しました。

○統合前に懸念されていた児童の不安感は、「交流学習」や子ども達へのきめ細やかな見守りや指導などにより解消が図られています。

○統合によって、教職員全体で16人の削減となりましたが、統合後の城島小では５人増え、経験や年齢などバランスの取れた職員配置が可

能となりました。

○全学年が２クラスになり、授業の進め方など同学年の教員同士で相談し高め合う環境ができたことで、指導力が向上するとともに、各種業

務分担が可能となるなど、教員の負担も軽減しています。

久留米市で初めての小学校統合となった、下田・浮島・城島小学校統合の事例について、今後の取組に活かしていくために、その成果と課
題についての検証を行ったものです。

１ 検証の目的

２ 小学校統合後の教育環境に関する検証結果

久留米市立下田・浮島・城島小学校統合の検証結果報告書【概要】①
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○統合の組み合わせに関して、地域コミュニティの繋がりを重視すべき、中学校区単位で検討すべきといった、様々な意見が出されました。

○統合までの進め方（手順やスケジュールなど）が明示されていないことに、保護者から不安の声が上がりました。

○コロナ禍で会議の開催等が制限される中、統合決定から統合校スタートまでの期間が約９か月となったことで、準備期間や周知期間が不足

していたとの声が上げられました。

３ 小学校統合までの進め方に関する検証結果



○今回の小学校統合では、児童の教育環境が向上し、学校運営の充実化が図られるなどの成果が得られた一方で、統合までの進め方や地域活

動への対応などでは課題も見られました。

○小学校の小規模化はさらに進んでいくと見込んでおり、今後、小学校統合に取り組む際には、今回の検証結果を活かしながら、より良い教

育環境の実現を目指していく必要があります。

４ 小学校統合に伴う地域活動に関する検証結果

６ 総括

久留米市立下田・浮島・城島小学校統合の検証結果報告書【概要】②

○校区コミュニティ制度の例外として各校区コミュニティ組織は従来どおり存続することとなったため、地域活動の枠組みに関わるような大

きな影響はありませんでしたが、統合後に協議・調整が必要となった事業もありました。

○統合に関する地域の説明会や協議の場では、学校教育以外にも、地域活動やまちづくりに関して、幅広い分野から多くの意見、質問が出さ

れました。

○小学校跡地の利活用については、地域においても関心が寄せられており、城島総合支所が窓口となって、地域との協議を進めています。

５ 小学校統合に関する財政効果の検証結果

○統合に係る一時的な経費として、校舎の改修等で約3,800万円（市の一般財源）を要しましたが、学校運営に係る経常的な経費として、年

間約2,400万円の削減が見込まれます。

○将来的な経費として、起債に係る償還金はあるものの、億単位で必要になる小学校施設の改修費（更新費）が、小学校統合に伴い不要とな

ります。その他にも県が負担する教職員の人件費も削減されます。

14
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（％）

１ 学校が一緒になり、クラス替えができるようになったことをどう思いますか。

アンケート：令和4年3月2日～8日実施

◆主な理由◆
【児童】 ・新しい友だちがとてもいい人たちで、明るく話せている。

・いろんなタイプの友だちと仲良くなれて、楽しい。
・仲良くなった友だちと違うクラスになるかもしれないから。

【保護者】・積極的に話しかけて、友だちになろうとする姿が見られた。
・いろいろな性格の子ども同士が触れ合うことが大切な心を作ると思う。

【教職員】・年度当初は、慣れない様子の児童もいたが、割と早い段階でなじめ、対応することができた。
・これまで固定化していた人間関係がリセットでき、新しい人間関係が築けている。

100

94

96

0 20 40 60 80 100

教職員

保護者

児童

（％）

２ 人数が増えたことで、友達と触れ合い、切磋琢磨できていると思いますか。

◆主な理由◆
【児童】 ・勉強でも運動でも友だちの「凄い」と思うことがたくさんあり、自分も負けたくない気持ちになる。

・悲しくなったら声を掛けて励ましてくれる。
・あまり人数が多いのは苦手。

【保護者】・友だちにやさしくしてもらい、自分も相手を思いやる気持ち、協調性が芽生えている。
・友だちの頑張っている姿を見て、自分も良い刺激を受けている。

【教職員】・沢山の友だちの良いところを吸収することができている。
・様々な性格や持ち味の子がいるので、自分と気の合う友だちと仲良くなれている。

92
89
98

0 20 40 60 80 100

教職員
保護者
児童

３ 小学校が一緒になる前と比べて、今の学習(音楽・図工・体育を含む)について、どう思いますか。（良くなったと思いますか）

（％）

◆主な理由◆
【児童】 ・勉強の時にいろいろな人の意見を知り、自分も頑張ろうと思う。

・友だちが増え、いろいろと協力しながら取り組むことができる。
・図工などいろいろな作品が見られるし、体育は多くのチームでたくさん対戦ができる。

【保護者】・わからないところを友だちと考える様子が見受けられた。
・ライバル心が芽生え、自分の評価を気にするようになった。

【教職員】・一定の人数がいるため、グループでの話し合いや体育での試合など経験できている。
・多様な表現方法があることを知ったり、多くの友だちと成し遂げる楽しさを実感できている。

良かった・どちらかといえば良かった

思う・どちらかといえば思う

良い・どちらかといえば良い

【参考】 城島小学校統合検証「児童・保護者・教職員」アンケート集計結果
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（％）

４ 学校が一緒になる前の不安や心配は、解消されましたか。

◆主な理由◆
【児童】 ・新しい友だちができるのか不安だったが、すぐに仲良くなれた。

・いじめられたりしたら、助け合いをすることが良くなった。
・クラスが違う友だちとは、まだ全然話せていないし、仲良くできる自信がない。

【保護者】・当初は、統合前の学校が良かったと言っていたが、今はそれもなくなった。
・人数が増え、うまく馴染めるか不安だったが、学校や新しい友だちのことを
楽しそうに話してくれ、安心している。

解消された・どちらかといえば解消された

93
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5 いじめや不登校などの対策として、統合前の交流学習や今年度実施のスクールカウンセラーの派遣回数の増加などに

取り組んでいるところですが、このような子供たちの不安や心配事への対応についてどう思いますか。
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6 小学校が統合したこの一年間を振り返り、今はどのように思いますか。

◆主な理由◆
【保護者】・問題の早期解決にもつながると思うので、良いと思う。

・子どもがお世話になりましたが、すごく助かりました。
・交流学習等で少しずつ慣れることが出来たので、安心して登校できている。
・人数が増えて先生の目が行き届くのか不安なところもありますので、しっかり気を
配って子どもたちを見守ってほしい。

良かった・どちらかといえば良かった

◆主な理由◆
【児童】 ・勉強では多くの意見が聞けるし、いろいろな考え方があると思った。

・同性の友だちが増え、学校生活が楽しくなった。
【保護者】・友だちもたくさんでき、いろんな人の意見や考えを知ることができ幅が広がっている。

・中学校に入ってからの友だちづくりの不安が少なくなったことは良かったです。
【教職員】・多様な考えに出会うことができ、友だちとの関わりや学習活動の幅が広がっている。

・多くの同学年の友だちの中で交流し、成長できる環境は子どもたちにとってプラスになっている。
・良い意味で「公」の場ができ、それは子どもたちの社会性を伸ばすためには必要。

良かった・どちらかといえば良かった

【参考】 城島小学校統合検証「児童・保護者・教職員」アンケート集計結果
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６ ま と め （ 総 括 ）



■変化が激しく予測困難な時代において、子どもたちに必要な資質・能力である
「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力」、「学びに向かい合う力・人間
性」の育成を図ります。

■そのためには、多様な価値観を持った子どもが意見を出し合い、折り合いをつ
けながら、解決策を見いだしていくことが求められており、一定の集団規模が
必要となります。

まとめ（総括）

● 青峰小の今後の児童数・学級数の見込み

17

子ども達のより良い教育環境のためには、統合による望ましい学校規模の実現に向けた検討が必要であると
考えています。

● 下田・浮島・城島小学校統合の検証結果

● 複式学級の良さと課題

● 久留米市立小学校小規模化対応方針の考え方

● これからの時代に求められる教育

■より良い教育を実現する観点から、学校の統合を行うことによって、望ましい学
校規模（全学年でクラス替えができる規模）を目指します。
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良かった・どちらかといえば良かった

問 小学校が統合したこの一年間を振り返り、今はどのように思いますか。

【課題】
・直接指導の時間が半分 ・集団による話し合いが難しい
・固定化した人間関係
・きょうだいで同じクラスになることがある
・教員の特別な指導技術が必要になる
・教頭未配置による校務処理の役割分担 など

【良さ】
・学年を越えた学び合い

上段：学級数
下段：児童数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
1 1 1 1 1 1 6
7 9 9 11 12 7 55
1 1 1 1 1 5
8 6 8 9 10 12 53
1 1 1 1 4
9 7 5 8 8 10 47
1 1 1 1 4
7 8 6 5 7 8 41
1 1 1 1 4
6 6 7 6 4 7 36
1 1 1 1 4
4 5 5 7 5 4 30
1 1 1 1 4
6 4 4 5 6 5 30

7年度 

8年度 

9年度 

10年度 

4年度 

5年度 

6年度 

■児童数は減
少し、複式学
級が拡大・固
定化する見込
みです。

（％）

（R4.3月調査）

＊特別支援学級を含まない


